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第13回全国大会を終えて
　本年７月５日㈯、６日㈰の両日、“文化を「しあわせる」―地と知を織り成す拠点としての大学”
のテーマのもと、山口県山口市の本学にて開催された日本国際文化学会第13回全国大会には、多くの
会員の方々にご参加いただき、ほんとうにありがとうございました。私こと、実行委員長を務めさせ
ていただいた不肖鈴木は、山口県PR本部長のちょるるとともに皆さんと過ごした素晴らしい時間を忘
れることができず、いまだにその喪失感に苛まれております。
　発表者のこれまでの研鑚と当日に向けられた気合いがひしひしと感じられた18本の自由論題発表（A
～F）と、10本の共通論題報告（１～４）はもとより、基調講演にセリグマン教授をお迎えし、山口県
立大学グローバル人材育成推進事業と共同で開催したシンポジウム「ここから始まる私の地球 ―イン
ターローカル人材が拓く未来」、７大学の学生が報告を行ったフォーラム「文化は地域や世界に希望
をもたらすか？ ―文化交流創成コーディネーターの可能性と教育カリキュラム」、そしてセリグマン
教授の指導による実践的な「学生向け100 minutesワークショップ」と、非常に充実したプログラムが
展開され、参加者一同、大いに研鑽を積むことができました。
　また情報交換会においては、明治の初期に料亭として創業し、その後山口の迎賓館として、井上
馨、伊藤博文、佐藤栄作ら時代を担った人々が集った「菜香亭」に場所を移して開催された懇親会
や、室町時代の守護大名大内政弘の別邸で、その庭は禅僧である雪舟が築庭したものとして、国の史
跡・名勝にも指定されている「常栄寺雪舟庭」で開催された文化イベント「和蝋燭の世界」を通し
て、歴史と文化に溢れる「西の京　山口」の魅力を存分に味わっていただけたものと、スタッフ一同
自負しております。
　今回の全国大会を通して改めて確認ができたことがあります。それは、各自各自がその人だけの、
そしてその人から始まる「独自の世界」を持っているということです。私たちは、「客観的な、ただ
一つの世界を共有しよう」などという甘美な幻想に踊らされることなく、世界は主観的に、ある意味
ではバラバラに存在しているという事実に、まずは向き合わなければなりません。その上で、それら
別個の世界を文化相互の関係からいかに「しあわせる（仕合わせる、幸せる）」ことができるか、実
はそれが「国際文化学Intercultural Studies」という学問の使命であり、私たち日本国際文化学会会員
一人一人に課せられた責務なのだと強く感じました。来年は多摩大学において開催される第14回全国
大会に、一参加者・一会員として臨ませていただき、自らの責務を全うしたいと考えております。
　以上、この度の第13回全国大会の開催に携わった全ての方々を代表して、大会が成功裡に終了した
ことをご報告申し上げるとともに、心よりお礼を申し上げます。どうもありがとうございました。

　（第13回全国大会実行委員長 山口県立大学　鈴木隆泰）
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左：鈴木隆泰実行委員長の挨拶、山口県のマスコットちょるるも歓迎
右：シンポジウム開催の挨拶をする山口県立大学、長坂祐二学長

左：基調講演を行うセリグマン ･ アダムズ教授（ボストン大学）
右：パネリスト（左からセリグマン ･ アダムズ教授、安渓遊地教授、安田震一教授、シャルコフ ･ ロバート教授）

左：共通論題、自由論題の発表が行われた教室　　　　　　　　
右：学生の発表と教員からのコメントによるフォーラム

左：セリグマン教授による 100 Minutes Workshop   　　　 右：第 13 回総会



3

D14006459　山口県立大学

　第13回総会は、2014年７月６日㈰12：10〜13：10に、山口県立大学新キャンパス（F-204教室）
において開催された。議事に先立ち、白石さや会長より、多くの参加者をいただいたことに対する
感謝の意が述べられた。次に、白石会長より2013年度事業報告及び収支報告・創立10周年記念基金
会計についての説明が行われ、これについて飯森明子・安野早己監査役より監査結果の報告がなさ
れ、承認された。次に、2014年度事業計画（案）・予算（案）についての説明があり、承認された。
さらに、2015年度〜2016年度役員選挙結果について井竿富雄選挙管理委員長から報告がなされた。日本国際
文化学会規約第10条にもとづき、役員（案）について以下の通り顧問５名、常任理事（会長・副会長を含
む）17名、理事18名が提案され、承認された。学会事務局については、引き続き山口県立大学内に置くこと
で了承された。2015年度～2016年度の新会長に選出された小林文生会員より就任のあいさつが行われた。

第13回総会の報告

＜2015年度～2016年度役員＞
顧　　問	 平　野　健一郎　
	 早稲田大学／東京大学　名誉教授
顧　　問	 松　井　賢　一　　
	 ㈶日本エネルギー経済研究所　参与
顧　　問	 熊　田　泰　章　　
　　　　	 法政大学国際文化学部　教授
顧　　問	 若　林　一　平　　
　　　　　	 文教大学名誉教授
顧　　問	 白　石　さ　や　　
	 岡崎女子大学教授・東京大学名誉教授
常任理事	 会　長	 小　林　文　生
	 （東北大学大学院国際文化研究科）
常任理事	 副会長	 岡　　　眞理子
	 （青山学院大学総合文化政策学部）
常任理事	 副会長	 馬　場　　　孝
	 （静岡文化芸術大学文化政策学部）
常任理事	 岩　野　雅　子
	 （山口県立大学副学長）
常任理事	 植　野　雄　司
	 （プール学院大学国際文化学部）
常任理事	 遠　藤　　　央
	 （京都文教大学人間学部）
常任理事	 川　村　　　湊
	 （法政大学国際文化学部）
常任理事	 川　村　陶　子
	 （成蹊大学文学部）
常任理事	 木　原　　　誠
	 （佐賀大学文化教育学部）
常任理事	 坂　井　一　成
	 （神戸大学大学院国際文化学研究科）
常任理事	 芝　崎　厚　士
	 （駒澤大学グローバル・メディア・スタディーズ学部）
常任理事	 寺　田　元　一
	 （名古屋市立大学人文社会学部国際文化学科）
常任理事	 都　丸　潤　子
	 （早稲田大学政治経済学術院）
常任理事	 鳥　飼　玖美子
	 （立教大学大学院異文化コミュニケーション研究科）
常任理事	 松　居　竜　五
	 （龍谷大学国際文化学部）
常任理事	 安　田　震　一　
	 （多摩大学グローバルスタディーズ学部）
常任理事	 山　脇　千賀子
	 （文教大学国際学部）
理　　事	 飯　森　明　子
	 （常磐大学国際学部）

理　　事	 梅　山　秀　幸
	 （桃山学院大学国際教養学部）
理　　事	 岡　田　浩　樹
	 （神戸大学大学院国際文化学研究科）
理　　事	 小　川　　　忠
	 （独立行政法人国際交流基金）
理　　事	 荻　原　　　稔
	 （大東文化大学法学部）
理　　事　	 片　桐　庸　夫
	 （群馬県立女子大学国際コミュニケーション学部）
理　　事	 岸　　　清　香
	 （都留文科大学文学部比較文化学科）
理　　事	 木　下　資　一　
	 （神戸大学国際文化学部）
理　　事	 斉　藤　　　理
	 （山口県立大学国際文化学部）
理　　事	 清　水　耕　介
	 （龍谷大学国際文化学部）
理　　事　	 杉　村　美　紀
	 （上智大学総合人間科学部）
理　　事　	 鈴　村　裕　輔　
	 （法政大学国際日本学研究所）
理　　事	 住　江　淳　司
	 （名桜大学国際学群）
理　　事　	 長谷川　雄　一
	 （東北福祉大学総合福祉学部）
理　　事	 牧　田　東　一
	 （桜美林大学大学院国際学研究科）
理　　事	 松　林　正一郎
	 （多摩大学グローバルスタディーズ学部）
理　　事　	 馬　渕　　　仁
	 （大阪女学院大学）
理　　事	 山　岡　道　男
	 （早稲田大学アジア太平洋研究科）	
監 査 役	 福　田　耕　治
	 （早稲田大学政治経済学部）
監 査 役	 堀　内　直　哉
	 （目白大学人文学部）
幹事、事務局長	 岩　野　雅　子（兼務）
幹　　事	 ウィルソン・エイミー
	 （山口県立大学国際文化学部）
幹　　事	 井　竿　富　雄
	 （山口県立大学国際文化学部）



4

D14006459　山口県立大学

　白石会長より、文化交流創成コーディネーターについて、資格認定制度発足趣意書、資格認定制度規
程、教育プログラム参加申込書、短期集中セミナー終了報告書、学習活動報告書、資格認定申請書の案が
提示された。また、この制度を発足させるにあたって、事務局を設置する必要があること、参加認定委員
会・認定審査委員会等の人事については常任理事会に任せてもらいたいとの提案がなされた。
　これに対して、寺田会員より名称を「インターカルチュラル・コーディネーター」としてはどうかとの
提案がなされた。熊田顧問からは「文化交流創成コーディネーター（インターカルチュラル・コーディ
ネーター）」とする案が提示された。白石会長より、名称を「インターカルチュラル・コーディネー
ター」と変更し、文化交流創成コーディネーターという名称も説明の中で適宜併用する旨、使い方は参加
認定委員会の議論に任せていただきたい旨の提案がなされ、この資格認定制度の創設は承認された。これ
に伴い、事務局は龍谷大学が引き受けることも了承された。

　報告事項としては、以下の４つがなされた。
　・2015年度の全国大会は2015年７月４日㈯・５日㈰に多摩大学で開催されることが紹介され、開催校多

摩大学の安田震一会員より挨拶があった。
　・学会年報『インターカルチュラル』編集委員の紹介が行われた。
　　　編集委員長：若林　一平（文教大学名誉教授）	 2016年３月まで
　　　鈴木　隆泰（山口県立大学教授）	 2016年３月まで
　　　山脇千賀子（文教大学准教授）	 2015年３月まで
　　　植野　雄司（プール学院大学教授）	 2015年３月まで
　　　岡　眞理子（青山学院大学教授、副会長）	 2015年３月まで
　・2014年度の平野健一郎賞選考委員の紹介がなされた。
　　　選考委員会委員長：若林　一平（文教大学名誉教授）	 2015年３月まで
　　　鈴木　隆泰（山口県立大学教授、編集委員会より）	 2015年３月まで
　　　木下　資一（神戸大学教授）	 2015年３月まで
　　　馬場　　孝（静岡文化芸術大学教授）	 2015年３月まで
　　　小林　文生（東北大学教授、副会長）	 2015年３月まで
　・第４回平野健一郎賞受賞者について、若林選考委員長より、受賞者・受賞理由について発表が行われた。
　　　受賞者氏名：坪井　睦子
　　　　　　　　　立教大学大学院異文化コミュニケーション研究科特任准教授（翻訳学）
　　　受 賞 論 文：「国際ニュース報道における民族カテゴリーの訳出に関する考察 −異文化間の仲介とし

ての翻訳実践の課題」（日本国際文化学会年報『インターカルチュラル』第12号所収）
　引き続き、坪井氏に対する授賞式が行われ、受賞者より挨拶があった。
								        （文責：日本国際文化学会事務局）

  
白石会長、坪井氏、若林選考委員長 受賞後の抱負を述べる坪井氏
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第13回全国大会・共通論題の概要
　２日間にわたりシンポジウム、ワークショップ、フォーラム、共通論題、自由論題等の様々なセッショ
ンが展開されました。シンポジウム、ワークショップ、フォーラム等については、学会年報『インターカ
ルチュラル第13号』（平成27年３月末発行予定）に特集を組んで報告します。
　本号ではまず４つの共通論題の報告をし、次号で自由論題の報告を掲載します。

共通論題１「飯舘村再生への文化の貢献　いま凝視するべき希望の文化」
司会・若林一平（文教大学名誉教授）

　国際文化学３・11後の展望。これは当学会が2011年の国際シンポジウムで提示した主題である。あれか
ら３年経過した2014年全国大会で飯舘村を論題に取りあげた。国際文化学がいま問われている。

　基調報告で飯舘村農業委員会の菅野宗夫会長は「原発事故は福島県だけが被害者ではなく、程度の差は
あっても全世界に影響を及ぼしました。どの産業・家庭でも使っている原発エネルギー、これによって起き
た事故は、科学研究の成果を未完成な技術で活用した結果といえます。大事なのは、起きてしまった事故の
検証と対応であり、また、汚染された大自然の動植物がどのような影響を受けるか、それが人間社会にどの
ように影響するかということを長期間に渡って継続的に調査分析研究することです」と語った。いま必要な
のは「基本は自然と人間との共生です。現在は原発事故により汚染され、飯舘村からの避難生活を余儀なく
されました。事故直後から復興再生に向けてできることは何でもやるというチャレンジ精神と、自らも変わ
らなければの精神で活動しています」として、人間の再生から福島の再生が始まると訴えた。

　パネリストの加藤久美教授（和歌山大学観光学部）は放射能被災に加えて拝殿火災と宮司夫人の死亡という
災難に見舞われた飯舘村の山津見神社のオオカミの天井絵の復元事業に取り組む中で「自然信仰はその形も対
象も多様だが、それぞれ地域の生業と深い関わりがある。その信仰の背景を理解することは、避難という、
人々がその土地から引き離される惨事を作ってしまった社会を問うことではないだろうか」と主張する。

　川村湊教授（法政大学国際文化学部）は「村には、逃散、離村の歴史の記憶があった。新開の山田もあれ
ば、牧畜業の開拓もあった。歴史と伝統と思い出があった。それは、日本の山の村のどこにでも共通するよ
うな歴史であると同時に、飯舘村の独自の、かけがえのない伝承であり、風俗でもあり、風土を作り出して
きた時間の堆積でもあった」ことに着眼する。これこそ３・11の展望に通底する視点ではないだろうか。

　椎野信雄教授（文教大学国際学部）は、グローカリズムとは、「棄民」をする国民国家を越えたポス
ト・ナショナリズムを構築するために、グローバリズムとローカリズムを対立概念とせずに、ローカルな
地域の生活を再生する視点のことである。グローカリゼーション（glocalization）および「文化」の概念分
析を試みながら、グローカリズムの「交流文化」の可能性を検討してみたい、として「棄民」に抗する拠
点構築を提案する。

　この日、会場との対話を通して、限界集落なるがゆえに却ってそこにいま残された密度の高い希望の文
化を凝視するべきなのではないか、と司会者として総括したのである。

共通論題２「戦前・戦中期の中国をめぐるトランスナショナル・ネットワーク：
ジェームズ・バートラム、松本重治、渋沢敬三」　

司会者：山内晴子

　本セッションでは、1940年前後に中国において、いかにトランスナショナル・ネットワークが築かれて
いったかを、上記３人を中心に再検討した。
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　１）山岡道男氏「西安事件を取材したニュージ—ランド人：ジェームズ・バートラム」。
　バートラムは、西安事件の現場に最初に駆け付けた外国人で、アグネス・スメドレーと１ヶ月間ラ
ジオで実況報道し（Crisis in China,1937年）、毛沢東の膨大なインタビューも実施した（『毛沢東全
集』）。八路軍本部への行軍を共にし（North China Front, 1939）、宋慶齢の中国防衛連盟で援助活
動を行い、1940年には英国情報局や英国大使館の臨時報道官となった。1941年12月香港占領直前に
宋姉妹を重慶に避難させたが、自身は日本軍の捕虜となり香港と大森収容所で４年間過ごした（The 
Shadow of War, 1946年）。再来日は極東委員会のニュージーランド代表団顧問としてであり、1956年
中国再訪で政府要人となった旧友と再会し、中国支援を続けた。

　２）高光佳絵氏「戦前期の松本重治と上海におけるイギリス帝国ネットワーク」。
　本報告では先行研究が手薄な松本の政府との協力に焦点を当て、満州国樹立後の東京政治経済研究
所による「秘満州問題解決案」、新聞連合社（後、同盟通信社）上海支局長時代の、ロイター・AP・
IPRによる満州国同時承認構想への協力、上海における英国の対日妥協派人脈の形成を取り上げ、戦前
の「リベラリスト」像の再構成を試みた。

　３）飯森明子氏「渋沢敬三の中国をめぐるネットワーク：1943年訪中から戦後へ」。
　渋沢栄一の後継者で孫の敬三は1943年日銀副総裁として訪中し、1954年IPR京都会議には日本IPR理
事長として関わった。学識者が大半だった戦前のIPR国際会議と比べて、日中関係を重視する知識人の
他、元在華紡に関わった関西財界人らも多く出席した。また邦人引揚げに配慮した国民党軍湯恩伯の
追悼出版に賛同し、1956年台湾訪問時には湯を墓参した。民俗学者でもある渋沢は、内外のイデオロ
ギー対立を超えて日中交流の人脈をつなげた。
　フロアーも交えての活発な質疑応答では、「トランスナショナル・ネットワーク」の定義、平和構築
のための民間の人的繫がりの重要性、長期的視点にたった国際交流について活発な議論がなされた。

共通論題３「造られる文化、変わる文化――映画、音楽番組、大衆演劇を事例として」
司会：鈴村裕輔（法政大学国際日本学研究所客員学術研究員）

　今回われわれは、伝統を有するとされる文化的事象の現代への応用や、近代以降に生み出され、今では
伝統となった文化的事象のあり方を取り上げ、検証することを目的とした。
　最初の報告者であったシェリー・ブラント氏（ロイヤルメルボルン工科大学）は「「ふるさと」として
の国――紅白歌合戦に見る「文化の創造」と「文化的ナショナリズム」」と題し、戦災からの復興の支援
のために作られたという基本的な性格に注目し、東日本大震災後の2011年から2013年のNHK紅白歌合戦
を対象として「ふるさと」に関する作品を唄う歌手が人々に「われわれはひとつの共同体に属しているの
だ」という緩やかな連帯感を抱かせる役割を果たしていることを検証した。２番目の報告者であったマク
イーン時田深山氏（東京藝術大学／沢井筝曲院）は、「2000年以降の現代箏曲――演奏活動とその特徴を中
心に――」という論題により、2000年代以降の現代筝曲の特徴を作曲、演奏、楽器の３つの視点から検討
した。報告後には、古典的な筝曲と現在の作品との相違を例示するため、マクイーン時田氏が「六段の調
べ」（八橋検校）と「幻想曲」（松村禎三）を演奏した。最後に鈴村裕輔（法政大学）は「宝塚歌劇とレ
ヴュー――外来文化の普及と定着」という論題によって報告を行い、1914年に発足した宝塚少女歌劇団が
1927年の舞台『モン・パリ』によって日本に導入したレヴューという表現の形式がどのように普及し、定
着したかを当時の演劇組織の状況や新聞の記事を手がかりに検討した。上記の報告に基づいて活発な質疑
応答が行われるなど、本パネルは盛況のうちに終了した。
　なお、ブラント氏は公務のため来日が困難となったものの、学会側の特別の配慮によりスカイプを利用
してオーストラリアから発表を行うことが許可された。また、大会実行委員会と学生スタッフの献身的な
支援によりパネルを円滑に実施することができた。各位に深甚なる謝意を表する次第である。

共通論題４「近代日本の対外認識―――中国・モンゴルへのまなざし」　
司会：堀内直哉（目白大学人文学部教授）

　政治外交史の分野において、近年の研究の中には、同時代に活動していた知識人や各種の組織団体、
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メディア等の言説ないしは動向に着目し、そこから窺われる当時の人々の対外認識を分析するという方法が
少なからず見られる。今回の共通論題では、このような方法を踏まえながら、日露戦争（1904－05年）以降
の日本を取り巻く国際情勢やその変化に対する識者の認識、ならびに中国・モンゴルを中心とする個別の国
家や地域に対する日本側の認識について報告が行われた。
　最初に伊藤信哉氏は、明治期を代表する国際法学者の一人であり、日本における「外交史学の祖」ともい
われている有賀長雄（1860－1921年）を取り上げ、日露戦争から第一次世界大戦頃までの彼の対外認識を分
析した。国際政治においては抽象的な理念や一貫した外交思想よりも、「国益の維持と伸張」「国家的生
存」を重視していた有賀の基本的な対外認識に言及されるとともに、北京政府（袁世凱政権）の法制顧問を
務めていた有賀が日本に帰国後、「対華21か条要求」（1915年）に反対する運動を展開したことにより失脚
を余儀なくされた経緯が興味深く紹介された。
　次に萩原稔氏は、「満州事変」（1931年）以後の日本国内における右翼運動の展開について論じると同時
に、天皇を中核とする「国家改造」を推進しようとした「革新右翼」の中から北一輝（1883－1937年）と満
川亀太郎（1888－1936年）を取り上げ、彼らの中国に対する認識をめぐって分析を加えた。最後に鈴木仁麗
氏は、モンゴルと日本の関係を歴史的に遡って丹念に論考するとともに、日本におけるモンゴル研究の推
移やモンゴル人に対するイメージ、モンゴル認識の変遷等について幅広く論じた。また1933年に設立された
「善隣協会」やそのメンバーが日本の対モンゴル認識の形成に果たした役割に注目し、同協会の設立過程や
活動内容が詳しく紹介された。日本・モンゴル関係を論じた研究書が少ない中、大変貴重な報告であった。

学会誌『インターカルチュラル』第13号への投稿御礼
　論文投稿は、2014年８月20日に締め切りました。多数の投稿をいただきましたことを報告し、御礼申し上
げます。これから編集委員会の手続きに入ります。会員のみなさまには、ぜひ来年度のこの時期に向けてご
準備をいただき、活発な投稿を期待いたします。（編集委員長：若林一平、編集委員会事務局）

　2014年度会費納入をお願いいたします。
　一般会員：10,000円、大学院生：5000円、学部生：2000円
　郵便局の振込用紙をご利用の上、振込金額をお書きの上、下記振込先までお願いいたします。
　ご所属、連絡先のご記入をお願いいたします。
　振込先：01390-1-89396　日本国際文化学会

　＊2013年度度総会により、年会費（10,000円）の支払いに困難を覚える者は、その状況説明を付けて常任
理事会宛に会費の減額（5,000円）を申請できるとしました。2013年度分から適応されます。希望者は、
常任理事会宛てに理由書を提出ください（書式自由、学会事務局まで郵送）。

2014年度会費納入のお願い

　日本国際文化学会のホームページでは、今後さらに内容の充実を進めて参ります。お気づきの点があれば
学会事務局までご意見やご助言等をいただきます様お願いいたします。
　メーリングリストでは各種研究会情報、各大学等での採用人事等のニュースを流すことができます。会員
間で共有できるニュースがありましたら、学会事務局までメールでお知らせください。添付資料はつけるこ
とができませんので、メールで流すことができるような記事をお送りください（メーリングリストに流すた
め、いただいた記事を加工することがありますので、あらかじめご了承お願いいたします）。
　適宜メーリングリストで情報をお届け中です。メールが届いていない場合は、お知らせください。

学会メーリングリストの活用
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編集後記
　山口の素晴らしい思い出が胸一杯に温かく満ちあふれています。第13回全国大会の実行委員長をお務めく
ださった鈴木隆泰先生はじめ山口県立大学の皆様に、心からお礼申し上げます。大会終了の翌朝、去りがた
い気持ちで雨の中バスを待っていたのを思い起こすにつけ、本号の冒頭で鈴木先生が書いておられる「喪失
感」がひしひしと伝わってきます。この喪失感と上に述べた胸の温かさは、きっと表裏一体のものであり、
それこそが素晴らしい歓待の証だと思います。ここで生じた「何か」が、次の大会に向けてのエネルギーと
なっていくことでしょう。インターカルチュラル・コーディネーター制度も、いよいよ始動です。本学会の
総力を発揮して前進しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ＦＫ）

2015年第14回全国大会、多摩大学湘南キャンパスにて開催　共通論題募集中！
　次期全国大会は2015年７月４日㈯・５日㈰に、多摩大学湘南キャンパスにて開催されることが決定しま
した。理事会は前日の夕方に開催されます。共通論題、自由論題等の募集を開始しました。
・日　程：　常任理事会：2015年７月３日㈮夕方 
　　　　　　全 国 大 会：2015年７月４日㈯：シンポジウム、共通論題、自由論題など 
　　　　　　　　　　　　　　　７月５日㈰：フォーラム、総会、共通論題、自由論題など 
・場　所：多摩大学湘南キャンパス（〒252-0805 神奈川県藤沢市円行802番地） 
・宿泊先：相鉄フレッサイン藤沢湘南台に各自でご予約ください。（〒252-0804神奈川県藤沢市湘南台２-12-６） 
　※ご予約の際に、「日本国際文化学会全国大会での予約」である旨をお伝え頂ければ 優先的に予約する

ことができます。お早目にご予約をお願いします。

【共通論題の募集】　締め切りは 2014 年 12 月末（必着）です。ぜひご応募ください。 
・共通論題は企画された特定のテーマに関して２～４名のパネリストもしくは報告者による報告と対話で構

成するものです。時間は原則２時間です。申し込みは、A４で１枚程度の企画書（共通論題テーマ案、司
会者・報告者の候補者等を含めた企画案、申し込み代表者の氏名・現職・連絡先）を、2014年12月末日
（必着）までに学会事務局にご提出ください。 

・司会者及び申し込み代表者は学会会員に限りますが、報告者のなかに学会会員以外を含めることができま
す。現在学会会員でない方は、申込みと同時に会員登録を行うことにより資格を得ることとします。 

【自由論題の募集】　締め切りは 2015 年３月末（必着）です。ご応募をお待ちしております。 
・自由論題は原則として個人研究発表ですが、内容により複数の発表者による発表も可とします。いずれも

発表時間は質疑応答も含めて30分とします。質疑応答の時間が十分とれるよう、発表時間の目安を20分程
度としてください。 

・応募は日本国際文化学会の会員に限ります。ただし、現在学会会員でない方は、申し込みと同時に会員登
録を行うことにより資格を得るものとします。 

・応募は、氏名・現職（大学教職員・有識者・企業や団体・研究所等の場合は所属と肩書き、大学院生・学
生の場合は在籍課程などを明記）・連絡先・自由論題発表題目・キーワード（３～５語）を冒頭に記し、
発表要旨（40字×25行以内）をつけて、2015年３月末日（必着）までに学会事務局にご提出ください。

インターカルチュラル・コーディネーター資格認定制度の説明会を開催します
　例年12月に開催している全国国際文化学関連学部・研究科情報交換会を、インターカルチュラル・コー
ディネーター資格認定制度の説明会として開催します。説明会の後に参加大学の募集を開始し、応募学生
を募って、2015年第14回全国大会ではインターカルチュラル・コーディネーター第１号を出す予定です。
インターカルチュラルという学会の描く人材像を明確にし、文化の交流創成に携わる若い人材の有する資
質を社会に広く認めていただけるような資格制度の始動に向け、説明会を開催します。
　常任理事、理事、会員の皆様をはじめ、全国からご興味や関心のある方々にお集まりいただき、参加を
検討いただく機会になればと願っています。
・日時：2014年12月６日㈯13：30－16：30　
・場所：多摩大学湘南キャンパス（〒252-0805 神奈川県藤沢市円行802番地）


